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雑 報

太陽の中に新原素幾見さる

　米國井ルソン山天文二三ニコルソンSB．　NicholsOn氏の嚢表する所に

嫁れば，同氏はペラキスN．G．　Perral（is氏ミ協岡研究して，　ZF常の太陽スペ

ク1・ル中にヘリウムのD3線の存在を認めナこ由．　D3線の波長は5375．620

Aであるが，此の附近に5875．603Aξいふ地球大氣線があって、’此の二

つが混同されてるナこナこめ，今までは見付けられなかつtcのである，此のD3

線は大陽面の中で特に白斑の部によく見られる．（C．R．1929年一一Ej　2日）

　叉，同じ井ルソン由天文塁の同じニコルソンeペラキス爾氏はスペク1・

ルのローランド暗線の嚴密な鹸査によって，太陽三二中に棚素の線を多く

二見した，確實なる暗線28個，多少疑はしきもの22個である．（AP．∫．第68

巻第327頁）．

　又，シカゴ大學のライアソン物理學歎室のフV一マンIra　M．　Freeman

女史は太陽コrrナのスペク1・ル中にある輝線の波長を研究して，逡に此の

中にアルゴンの線がある二εを獲回した．（Nature　3090及びAp．　J．第68

巻第177號）

　　　　　　　　　　小遊星のスペクトル研究

　遊星ミいふものは皆太陽の光りを反射して輝やいてるるものである．し

かし其の中でも地球や火星や木星土星なきは，何等かのガス雰園氣で包ま

れてるるため，此等が反射する光は，太陽から受けた光り其のまSでは無

くて，此の雰園氣のために多少の憂化を受けてみる．（從って此の二化を好

く研究するミ，各遊星の周回のガスの模様が知れるのである．）しかし，月

や水星なさ’は質量が非常に小さい事から考へても，ガス雰園氣な3は殆ん

書持ってるないらしい．現に月の光りをスペクトルに分析して見るε，太

陽の光りミ殆んさ違ってみない．

　小遊星は皆，月なきよりも非常に小さい質量を持ってるるのだから，一一
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’暦ガスを保有しにくい理である，從って小遊星は只太陽の光りを其のまN

反射して輝やいてるるε一般に考へられてるる．それに，一s般に小遊星の

光りは可なり弱くて，大きい望四鏡でもスペク1・ルの観測なさが出來にく

いものだから，今までにも此の方面の研究は殆んさ行はれす，只，今から

∫ド世紀の前，ドイツ國ポツダム天文墓のフオゲルC，Vogelが眼覗的にゴ

スタ星ごフローラ星のスペクトルを観察し，ゴスタの光りにHβ線こ，577

U．lx及び518y．y“の二つの吸国事εを見つけて，此の星は不思議にも雰圏氣

を持ってるるミいふやうな事を漠然ご認めナこに過ぎなかった．

　しかるに近着のリク天文豪ブレテンL．0．B．第407號を見るε，同天文毫

のボブロフニコフN．T，　Bobエovnll〈off氏が「36吋」や「12吋’」の塾達鏡を

使って十二個ばかりの小遊星のスペクトルを撮影し，其れを月や，ノ・レイ

彗星や，天王星や，其の他二つ三つの恒星のスペク1・ルξ比較して論文を

登表してみる．中々興味深い論文である．結論εして次の7黒占が解けられ

てある．

（1）此12個の小遊屋のスペクトルには輝線も輝帯も無く，軍に太陽型のス

　　ベクトルだけである．故に光りは皆反射光である．

（2）小遊星の連績スペク1・ルの強さは憂動ずる．叉，紫や紫外部の光は

　　Go型の恒星スペクトルご比べて著しく弱い．

（3）小遊星の連勢スペクトルの形は可なり猫特なものであって，近日貸下

　　近にある彗星のスペクトルξ酷似してみる，

（4）ゴスタ星の自画週期が5時55分であるこミが，蓮綾スペクトルの単動

　　から知れた．之れは導車観測から獲ナこ結果ミ良く一致してみる．

（5）セレス星やゴスタ星のスペクトルは亘大遊星に見るやうな吸牧帯が無

　　い．叉，光輝の分布は二上相互ごも，GQ型の恒星こも似ない．

（6）土星ε天王星ε月の種々な部分ε，小遊星ミのスペクトルの比較研究

　　；が出來ナこ．

（7）軍光を使用するε，小遊星の物理性質の研究が出來る．

　因みに，最近には軌道の形ちの方面から彗星こ小遊星Eの「合ひの児」見

たやうなものが綾々角層されて，輝国の陸別が付かなくなりかけてみるか
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上記のスペク1・ル研究からも彗星ε小遊星εの相似た性質が知れて來ナこの

は面白いこざである．

　　　　　　　　　　　月の準均黄径の補正値

　近着のA，∫．二二914號に米國エール大技のブラウンE．W．　Brown教授

が嚢表する所によれば，英米等の二二暦に掲げてある月のZF三二纒の補正

値は下の如くである．

　　年　　次　　1923年　　1924年　　1925年　　1926年　　1927年

　　補正値　十7．”87　十7！！78　十7！’49　十7．”15　十6．”90

之れは世界各地で行はれナこ掩蔽襯測の結果から算出したものである．

　　　　　　　　　　　新攣光星444個

　最近襲行の　A．N．5612に新旧光星444個の命名表が言表せられk，（「天

界」第90號414頁の綾きである）之で公認せられナこ愛光星の嶽は現在3662

個である．大部分微光星で極大光度9等以上のものは僅か12個にすぎない．

叉殆んさ全部爲眞的に護見せられたものばかりで，眼視光度の與へられて

るるものは8個だけであるが，Harvard　College天文皇の乾板より月出され

たものが三百あまりで：重にScorpio，　Ophiuchus，　CorOna　Australis　Saggitta血s

星座に属するものである，此等は何れも微光で12等を越へる極大光度のも

のはこ二，三に止り，極大光度15等εいふ様なのが少くない．

　一寸眼を惹くのはSagittariusが今度の命名で眞先きにアルゲランダ・・の

命名法を突破してアンドレ法が實際用ゐられる様になった事である．

（「天界」73號128頁参照）郎ちQz　sgr．，　v　335　sgr．……v　347　sgr，ミなっ

た．

　今双眼鏡，小口径にて観測のできる．興味あるものを取出して見るこ，

星　　　名 光度 分光型 種　　　類

@　　　　　　、
｝　國　一

404．ユ928 AA　Cas・　（OI1355）
9＿12』　　　　　　一 Mb δCep．型？

～
AG　PeL　（040033） 6．6－6．9 83 βLyr・型

｛
A8　Gem・　（062019⊃ 8．2－9．8 ］Pec 不規則？
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239．1928

21．1919

242．19．D，8

245．1928

TU　Leo．

FV　Sc．o．

XY　Lyr．

DT　Cyg．

WX　Cep．

XX　Cep．

（092427）

（17｛｝732＞

（183439）

（210230）

（222763）

（233363）

9－IO

7．9－8．6

5．8－6．8

5．5－5．9

8．8－9．5

8．5－9．8

島
勤
乳
亀
A

不規則？　δCep型？

食攣光星

長週期？

δCep型

アルゴル型

アルゴル型

註　第一四二命名tfられるまでの假の名・光度の下線は爲眞光度

　上記に少し忌明を加へるS，

　AG　Per．：1925年目ierce（カナダ，ヴ／クトリア）が二線速度の二化を研

究して，週期2．02858日なる分先器的連星なる事を護表しナこ．それによって

その年Huffer（米，　Wisconsin二二）が光電光度計でβLyr．型憂光星で

ある事を護見し次の結果を得た．

　m，一一J．D．　2424039．644十2．02858E　m，一m，＝1．072H

　又Hufferεは猫立に同じ年にvan　Gent（ラカデン）が乾板より光度を

測定しナこ．その後K：ukarkin（ニジニノヴゴロド）は1926－192S年にわたる

80個の眼覗観測より下記の要素を求めた．

　ml＝工D．2424856．406十2日0262E　　m2－ml＝1．052［1　］M＝6・62　mt＝6・89

　AB　Gem：特殊な分光型でVX　And（不規則？）に似てみる．　Espinが

1898年頃にその憂光を疑ってみたが，Graffの観測によるε，1927年4月

9．8より次第に層光し1928年2月8．2．色は赤く8cである・

　FV　Sco．　m・．242021L30十5日7279E　　D＝o．69日　　d嵩2時？

　XY：Lyr．　1918年Espinによつて護見せられたが，最近数年間のロシ

ヤのParenago及Seliwanowの観測の獲表せらるΣ迄は命名せられるに至

らなかつナこ．Seliwanowは1922－1928年間の377個の観測（プリズム双眼鏡，

比例法）より極大，極小各々12を求め次の式を導いナこ

　m＝2423418十115E

併し週期は80日乃至130日を攣記しでかなり不規則である．

　DT　Cyg．1925年Hufferが光電光度計で登見しa　Cep．型なる式を知つ



302 維 報

ナこ．　　　ム正＝2424305．651十2［14993E　　M－m＝，1。25日

　Kukar】dnは彼の1928年中になしナこ50個の観測より

　　M＝＝　2425344・99十2日496E　　M－m＝1．1日

　又東大の天文學科の神田清艶は1926年以來此の星を襯測され，玉928年の

夏整理して次の式を得られた．

　M＝2424727．94十2”49894E　M－m＝＝1．12　H

　WX　Cep．　：　m＝2425088．524十1，6895E　D＝O．54　H

　XX　Cep．　：　rr］＝＝2425096．5十3，5E

　　　　　　　　　　珍らしい還距離の星雲？

　ドライヤー作第二指示目録中にある第1613號ミいふ星雲は

　　　赤経　　Oh　56m・s　　赤緯　　＋1。12’　（春分瓢1860年）

　　　il　0　57．4　il　十1　20　（il　1885　u）
　　　ij　0　58．0　11　十1　25　（i7　1900　i7）
N・い碓凹くぢら聯26星の北剛ヒSncばかりの所にあるカ㍉之れ

はドイツ國ノ、イデルベルビ天文ii謹マクス・テルフMax　Wolf氏が1906年に

ブルース窩眞機で三見しkものである．（M．N．第67巻第91頁）．非常に微

光で，大きさは30’×40ノである．ラルフ氏は「之れを極めて小さい遊星形

星雲の集團らしい」S書いてみる．其の後，リク天文毫でカーテスH．D．

Curtis氏が之れをクロスリー反射鏡で撮影した時，殆んさ；其れらしいもの

を認めなかった．（Lick．　Publ．13，19）．ざころが近着のA．N．1第5612號を

見るミ，ベルゲドルフ天文皇のバーデW．Baade氏が観測しナこ結果，之れは

17－18等級以下の微光星の集まりで，大きさは14×12ノぐらみのもので，

恰もマゼラン雲やNGC　6822の如きものらしい．故に之れも亦非常に遠

方の星團であるのだらうミ思はれる．（「天界」第63號口糟爲藁及び第199頁

を見られよ）

　　　　　　　　　　　學界人事消息

　ヘルツスプルンケ融授　オランダ國ライデン大學天文皇副長Einar　Hertzs－

prung四壁はZi年度の受賞者ざして英國ローヤル天文學會から金牌を授け

られた・ヘルツスプルング氏は，以前にキール大町に居り，其の後ポヅダ
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ム天文塁に韓じ，欧洲大戦後ライデンに來任した人であって，小マゼラン

雲の距離を決定し，大熊（北斗）星群に加ふべき爾八個の蓮動星を獲見し，

恒星界に三星ε綾星εの匿別を三見した．等の偉効ある二者である．

　ストラトン大佐　さきに，英國ケンブリチ大學の太陽物理天文皇長ニウラ

ール氏が退職したこεを本誌第號第頁に記しナこが，今回其の後任

εしてストラトン：FJ．M．　Stratton大佐が就任した。同大佐は可なり以前

よりニウラール教授の弟子であって，殊に恒星のスペク1・ル研究等には既

に名ある入である．又，192S年以來は國際天文同盟の総幹事である．

　薪城親藏博士　既報の如く今回京都帝國大學総長に就任．

　Pt本一清搏士　今回，弓術研究會丁々員（天文二部）に推薦されt．

　竹田瓢一郎氏　同工學士は去る三月　日蝕を以って京都帝國大學助教授

に任命された．

　上島　昇氏　計理警士は去る二月28日附を三って京都帝國大學講師を

囑言モ≡さオ～、プこ．

　フォグト氏　ド4ッ國・・aデルベルビ天文毫員且Vogt氏は去二月IH

からイエナ大回教授兼天文皇長Eして就任した．

アンリ・ボァンカレ學院成る

　近代のフランスが生んだ大撒二者ボアンカレHenri　Poincar6を紀念す

るナこめ，去る十一月，バリ大回理三部にアンリ・ボアンカレ學院L’Institut

Henri　Poincar6εいふものが創立されナこ．之れは米國にあるIntematiQrial

Edueatioll　Board國際教育局からの寄附金によって出來たもので，トロー

ブリヂTrOwbridge教授やノ・一ヴード大回のバーコフ教授が創立委員εな

つk．此の新旧院では，藪學や撒理的物理學や公算三等に回する教育及び

研究のために，縄えす斯界の大家を聰して講義を聞かせるこミεし，全く

藁紙的な學府trする由．


